




























ざるを得なかった時代から, 各世帯が個別に対応する, ある意味で ｢普通の｣ 農
家に変身していた 同時にガルアペーの日本人・日系人コミュニティは ｢農業開
拓｣ から ｢日本人, 日系人｣ に軸足が移り, 日本文化の伝承を通して次世代へい
かに日本人, 日系人としてのアイデンティティが維持されるかを模索していた 
―   ― ) 今回のガルアペー入植地での調査をおこなうにあたってアジア経済研究所地域研究センター主任調査研究員の宇佐見耕一氏, 移住者一世で前在亜熊本県人会会長の古庄 次郎氏, 弟でガルアペー入植地に父親とともに入植した古庄省吾氏にお世話になった  氏の協力がなければ, 今回のアンケート調査は困難だったと推察される 改めて深く感謝申し上げます またアンケート回答に協力していただいた方々にも深く感謝申し上げます 
第 節 はじめに







カナダ, ブラジル, ペルー, アルゼンチン, オーストラリアなどの国々に送り出している そ
の数は戦前約に  万人, 戦後 (    年まで)の  万人である ) 




















 ) 国際協力事業団 『海外移住統計 平成 年版』 を参照  ) 現在の独立行政法人国際協力機構 (    ) の前身の一つで,     年に設立されている 











住地  周年記念誌』 (    ) が出版されている この記念誌には, 入植者の開拓体験談, コミュ








ンチン日本人移民史編纂委員会による 『アルゼンチン日本移民史第 巻戦後編』 (    ) の第 
章第 節でガルアペー移住地に関する記述があるが, これは主に入植開始後  年ぐらいまで
の内容で, 記述の年代範囲として多くが 『ガルアペー移住地  周年記念誌』 (    ) と重複し
アルゼンチン共和国ガルアペー計画入植地に関する調査報告
―   ―
 ) 海外移住事業団ブエノスアイレス支部 ｢アルゼンチン移住概況｣, 『ガルアペー移住地  周年記念誌』
(    ) ) アルゼンチンにおいて拓殖事業を行おうとする人に, 土地を提供し, 入植のための手続きや営農指
導ならびに購入, 販売, 信用事業を行うために     年に設立 『日本人アルゼンティン移住史』
(    )      を参照  ) 調査対象地域は異なるけれども, ボリビアのサンファン移住地に関する国本伊代 ｢ボリビア国サン
ファン移住地－実態と意識調査による日本人村の素描｣ (『移住研究』   号    年)がある 日本人の
アメリカ大陸への移住についてまとめたものとしてアケミ・キクムラ ヤノ編 『アメリカ大陸日系人




















節ではおもに 『アルゼンチンは招く―ミシオーネス州と日本人―』 (    ), 『ガルアペー移住






てティェラ・コロラド )と呼ばれる土壌 (赤土) で, 植生としては亜熱帯のバナナ, パイナッ
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(    年全国比    ％), 茶 (同   ％),
オレンジ (同  ％), ミカン (同   ％),
葉タバコ (同   ％) などの果樹・作物が
作付されている 林業として植林は全国比

















 )                                                            ) この経緯については 『移住地概要 平成 年度版』, 『アルゼンチンは招く―ミシオーネスと日本人』






















伝され ｢営農し易い｣ というガルアペー観を作り上げたこと, ③短期作の煙草に専念するなか





に移住者及びその団体の行う農業, 漁業, 工業その他の事業に必要な資金の貸付を行うほか, 必要に
応じ, 移住者を受け入れる事業に対する資金の貸付及び投資並びにその事業の経営を行うことを目的
とするとされている 現在の国際協力機構の前身である   ) 今回調査協力頂いた古庄省吾氏の父親   ) 移住地での作物の生産を止め, 他地域に転住した人 脱耕した人は必ずしも農業を止めるのではな
く, 他地域で農業をおこなう人, 例えばブエノスアイレス郊外に転住して花卉栽培に従事した人もい
る   ) 『アルゼンチンは招く―ミシオーネス州と日本人―』 (    )          ) 『ガルアペー移住地  周年記念誌』 (    )          
レス近郊地での花卉栽培の盛況が挙げられる こうしたことで    年代後半に多くの脱耕者
がでて,     年には入植者戸数が  戸になっている 










































ての質問 (入植者と回答者の関係, 回答者の職業, 年齢など)である 現地での調査で回答者
の半数以上が入植地から別の場所に居住していたことが判明したので, 付属資料 の質問 で
は居住年数に代えて現在の居住地を示した また質問 の入植した世代から数えて何世代目か
という設問では, 選択肢として ｢ 世代目｣, ｢ 世代目｣, ｢ 世代目｣, ｢その他｣ を想定して
いた けれども親 ( 世代目)とともに入植して, 開拓の労苦を知る世代として ｢ 世代目 (親
と一緒に入植)｣ を追加するのが適切と考えられたのでこの項目を設けて, まとめたのが表 
慶 田 收


















あるが,   人の中で  人が ｢強く｣ あるいは ｢少し｣ 意識しているという結果であった こ
れに続いて ｢日系人であることで得をしたか｣ の問 (質問 ) については, ｢得をしたことがあ
る｣ が  人, ｢ない｣ が 人であった この記述回答では, ｢ある｣ と答えた人, ｢ない｣ と答
えた人, ほぼすべての人に共通した回答は, 日本人あるいは日系人は物事に対して誠実で真面
目なので, 他のアルゼンチンの人々から ｢信頼｣, ｢信用｣ され認められているということであっ
た 子供たちの職探しでも, 日系人であることで早く職が決まるとか, 日系人であることで信















送をみるとき｣ などの回答があり, このほか ｢日本の国が健全であれば, 当地の人の温かみを






行事は全員しているという回答で, 記述回答では, 新年会 ( 月), 敬老会 ( 月), 運動会 (  
月)を行っているということであった コミュニティとして積極的にしていることについては,
｢ある｣ が 人, ｢なし｣  人であった ｢ある｣ と答えた人の記述回答は, ｢日本文化の伝承と
















｢大変住みやすい｣, ｢だいたい住みやすい｣ が  名, ｢住みにくい｣ が 名であった ｢住みに
くい｣ との回答は現在すでに町に移り住んでいる人からのものである 理由としては, 入植地
での出入りには 輪駆動車でないと移動が難しい点や交通の便が良くない点, 子供の学校教育






は, ｢充実した｣, ｢充実してきている｣ という肯定的な回答は 人, ｢まだ不十分である｣, ｢悪
くなってきた｣ という否定的な回答は 人であった 回答が肯定的意見と否定的意見に分かれ
るのは, 回答者が入植地をみて答えるのか, それとも入植地を含めて周りのプエルトリコの町
などをみるのかによって異なる 回答者が入植地を見て答えている場合, かつて最盛期には  世帯が入植地で暮らしていたのが, 世帯の流出とともに入植地にあった学校, 警察, 診療
所などの公共的施設が閉鎖されたことで否定的な回答につながっている 逆に周りのプエルト













し思う｣ が 人で, ｢あまり思わない｣, ｢ほかに移りたい｣ が 名であった 現在, ガルアペー





































質問  で来亜前の日本での職業を尋ねた 回答結果は ｢農業 (米作, 畑作)｣  人, ｢その他｣ 人である また調査対象者の 世代目 (親と一緒に入植) の一人は入植当時に学生であった
ので ｢その他｣ の回答を示しているが, 高校では農業について学んでいたことから実質的には
｢その他｣ は 人でなくて 人と見てよい  名が ｢農業｣ という回答にはきわめて当然とい
う内容である ｢その他｣ の回答者では, 全然農業に関係のない電力会社に勤務とか, 先生を
経ての銀行員, 県庁職員とか紡績会社の経営者という回答があった ガルアペー入植地では    年 月までに  戸の入植者があった中で, マテ茶の作付け制限, タバコの価格下落, 収
量減少などで    年までに約半数の入植者が脱耕している  ) そうした中, 農業経験のなかっ
た ｢その他｣ の職業の入植者は, 強い意志を持って開拓に臨み, 農業知識を得るうえで多大な
努力を払いながら開拓に成功している 
質問  の来亜前の日本での職業は役立ったかということでは, ｢役立った｣ ｢だいたい役立っ














農業 (米作, 畑作)          
牧畜・酪農          
花卉栽培          
林業          
その他          
無回答            ) 『ガルアペー移住地  周年記念誌』 (    )          参照 




には, 肯定と否定の回答が半々で, ｢はい｣ は 人, ｢いいえ｣ が 人であった ｢いいえ｣ の
回答者にどのような大変なことがあったのか尋ねたところ, ｢金銭面 (資金繰り)｣  人, ｢農産





とで農業経営の推移に関する質問で否定的な回答の要因として ｢金銭面 (資金繰り)｣ が挙がっ
たのは当然のことかもしれない ｢その他｣ の回答としてアルゼンチンにおいて初めて温州ミ
















































尋ねている ｢新たな飛躍の時代になった｣ は 人, ｢だいたい終わった｣ は 人である この
アルゼンチン共和国ガルアペー計画入植地に関する調査報告
―   ―  ) 農林水産省 『平成  年度 食料・農業・農村白書』 の   の    年の耕地面積と総農家数により算出した 
数値を見る限りガルアペー入植地では開拓・開墾の時代が終わって新たな時代に入ったと考え
















く 人, ｢高校｣, ｢研修所｣, ｢独学｣ がそれぞれ 人であった ｢高校｣ の回答では, 具体的な
日本の農業高校名や畜産を学んだことの記述があり, ｢研修所｣ の回答では, 日本での農業研
修,     での研修, 中学時の視察, さらに    (アルゼンチン農業技術院) での研修の記
述があった ｢その他｣ としては, ｢周りの人から教えてもらった｣ という回答があった 回答
者のすべての人が手段は異なるけれども何らかの形で農業, 農業に関連した専門知識を獲得し
ていた 
質問  では, 質問  で ｢高校, 大学, 研修所｣ を答えた人に対して, 学んだ知識が役立っ
ているか否かを尋ねた 回答は ｢大変役立っている｣ がもっとも多く 人, ｢だいたい役立っ













人で, ｢いいえ｣ は   人であった 
｢いいえ｣ と答えた人に対して複数回
答を許して質問したところ, ｢経理・簿記｣ の知識が必要と答えたのは 人, ｢経済的な見方｣
と答えたのは 人, ｢その他｣ は 名であった ｢その他｣ と回答した人は, 具体的に ｢世界の
農業生産性に目を向けることの重要性｣, ｢すべて (地質学, 経済学, 気象学など)において知
らないと駄目｣, ｢適地適作の重要性｣, ｢現地の人と仲良くすることでいろんな情報・知識を手




た 回答は ｢とても重要である｣ が  人, ｢だいたい重要である｣ が 人, ｢重要なときとそ
うでないときがある｣ が 人であった さらにどのような情報について重要なのか尋ねたとこ
ろ, 回答は多岐に亘った これらを類別すると, 新品種や品種改良, 栽培・植樹に関する農業






農業指導, 例えば新技術, ミカンの技術指導やジェルバ (マテ茶の木)の栽培方法の指導とい








質問  では, 政府・農業団体からの作付け指導, 制限, あるいは補助金等による誘導の有







いるかを尋ねた ｢ある｣ と答えたのは 人, そのうち 人はかつてあったということで, 実
質的には ｢現在ある｣ は 名である ｢ある｣ の具体的内容は, ｢外部から農業技術員が来ると




農業機械は重要であるという回答であった ｢重要である｣ が 人, ｢だいたい重要である｣ が 人であった 農地面積の広さを考えると自然な回答である 具体的な機械名としてはトラク




の質問では複数回答のもとで ｢農作業の計画的編成｣ が 人, ｢作付面積と施肥の関係｣ が 









たのは ｢品質の良い農産物｣   人, 次いで ｢効率的な農作業｣   人, ｢農業経営者同士の情報
交換｣  人, ｢農産物の価格動向を知ること｣  人, ｢その他｣  人であった すべての回答者





き手 (農業作業員)の確保に関すること, つまり ｢農業労働者の確保｣ が 人, 次いで ｢農産
物の価格変動｣ が 人, ｢後継者｣ と ｢経営規模 (農地の広さ)｣ がそれぞれ 人, ｢その他｣  
人であった これら選択項目に関するコメントとして ｢農業労働者の確保｣ の場合, 政府によ
る過剰な労働者保護政策により, 労働者の権利が強く雇用の確保が難しいとか, 農産物価格は
不安定なので正規雇用者に正規賃金を支払いが難しいという指摘があった ｢農産物の価格変
動｣ では, 価格が不安定なので経営が赤字にならないか心配であるとの指摘や, また柑橘の場
合, 国内消費の国内価格と輸出される価格が異なっていて, 国内価格は安いことが指摘された 
｢後継者｣ については子供が女の子であるから今後どうなるかは未定とか, ｢経営規模｣ につい
ては最低面積の確保の必要性を考えるというコメントがあった 


















｢適している｣ が 人, ｢だいたい適している｣ が 人, ｢あまり適さない｣ が 人, ｢その他｣
が 人であった 回答の記述部分をみると, 大部分の回答者に共通認識としてガルアペー移住
地が大消費地 (ブエノスアイレス)まで遠いことがあり, その ｢遠い｣ という点に着目して答







た作物についてする｣ が 人と ｢しない｣ が  人である 現在は共同での出荷・配送を ｢し




チェックするか否かの質問である ｢良くチェックする｣  人, ｢だいたいチェックする, しな
いときもある｣  人, ｢あまりチェックしないが, たまにするときもある｣  人, ｢全然チェッ
クしない｣  人である これについてのコメントは少ないが, ミカンについては価格を ｢良く
チェックする｣, ｢だいたいチェックする, しないときもある｣ で 人ずつあった ｢良くチェッ
クする｣ の回答では花卉についてするとの記述があった ｢あまりチェックしないが, たまに









うにミカンの販路は各戸によって異なり, 輸出向けのみ, 輸出と国内向け, あるいは国内向け












栽培・販売など全部を個人で対応しなければならず, 農協で農業に関する情報, 視察, 勉強会







アンケートのパート として示すのは, 現在, 各農家がどのような農作物 (永年作物, 短期
作物, 樹木)をどれだけの面積で栽培しているか, またどのような農機具を使用しているかを
調査した結果である 




―   ―  ) 日本海外協会連合会 『アルゼンチンは招く－ミシオーネス州と日本人－』 (    )        を参照 
農の進め方として,  年目には ヘクタールの面積を開墾するとともにそこにタバコやトウモ







ものがある アブラギリ, 茶樹, タバコ, 大豆などの豆類がそれである 栽培されない
理由としては栽培に手間がかかるとか, 価格が下落しているという理由のためである   表  から読み取れるように, 現在は  戸の農家はおもに永年作物を栽培し, 短期作
物は一部の農家を除き副産物として栽培する程度である 永年作物としては柑橘, マテ
茶と木樹 (パラナ松, エリオット松, ユーカリなど) が主要作物として作付けされてい
る 
















柑橘               ( 戸の収量)
マテ茶           ( 戸の収量)
パラナ松         
エリオット         
松
ユーカリ        
(主要作物の項目は, 調査対象の農家自身が主要作物として考えている作物である)




でユーカリ, 桐, ヒノキ, ケヤキの栽培が試みられている 
短期作物については一戸の農家がピーマン, 別の農家が生姜を主要作物として栽培している 
次に農機具の導入に関する調査結果は, 表  の通りである トラクター, トラック・ジー










































第 節の農業経営に関わる質問 (質問  から質問  ) については,   の入植者世代から






























作物に関する新品種とか品種改良, 栽培に関する情報や, 作物の販路や価格情報, さらに
は税に関するものなど, 本人が知らない新しい情報を手に入れることができるとして重要
視されている    農業経営の指導や誘導に関して農業団体から指導を受けた経験があるという人が約 分の で,     や    (アルゼンチン農業技術院) からの農業指導を受けていた 現在,    からの農業指導はないが, なかには日本からのそうした指導が欲しいという意見も
あった 
政府からの作付け指導や, 助成金による誘導については, これまで何らかの形で農業経
営の指導や助成金を受けた経験があり, その割合は全体の約 分の 人が受けていた    農業の生産性向上のためには, ｢機械化｣ がもっとも重要で, ついで ｢作物の作付け面積
と施肥の関係｣ をよく知ることが重要であることが挙げられている   でも指摘したよ
うに, 広大な農地を切り開くための ｢機械化｣ は重要であるばかりでなく, 農作業の効率
化とその作物収量の増大においても重要である 
農業経営において重要なことは, 最も多い順にみると, 農業そのものにかかわること,
具体的には ｢品質の良い農産物を作ること｣, ｢効率的な農作業｣ を行うことについてほぼ
アルゼンチン共和国ガルアペー計画入植地に関する調査報告
―   ―
全員の人が指摘している 約半数の意見として ｢経営者同士の情報交換｣ と ｢農作物の価





































まや各農家は個別に対応する, ある意味で ｢普通の農家｣ であった 












―   ―  ) ガルアペーでの調査に当たってはブエノスアイレス経由でミシオーネス州に入った 経由地のブエノスアイレスでは, 前在亜熊本県人会長の古庄 次郎氏, 日亜文化財団相談役でありかつ現在, 在亜熊本県人会長の阪田マリオ氏, 日亜文化財団理事会長補佐の加賀美オラシオ氏, 日亜文化財団事務局長の宮城マリアナ氏には歓迎していただいくとともに, アルゼンチンでの日本文化の伝承と, 日本庭園を通してアルゼンチン社会への日本文化の紹介など興味深い話を語って頂いた   ) 古庄省吾氏の配慮で, 調査期間中の    年 月  日に座談会が開かれた 
あるのか, またアルゼンチン農牧業の中でどのような状況なのかを分析することで, ガルアペー
移住地農業をより良く理解することができると考えられる 
参 考 文 献                                                                                                                                                  アケミ・キクムラ ヤノ編 『アメリカ大陸日系人百科事典』 明石書店,     年   アルゼンチン日本人移民史編纂委員会 『アルゼンチン日本人移民史第 巻戦後編』     年   外務省領事移住部 『わが国民の海外発展－移住百年の歩み (本編)－』     年 月   ガルアペー移住地入植十周年記念行事委員会 『ガルアペー移住地  周年記念誌』 泰生社,     年  月   国本伊代 ｢ボリビア国サンファン移住地－実態と意識調査による日本人村の素描｣ 『移住研究』   




















































































































無回答     ％       ％




















































































































































































































大体チェック, しないときもある      ％






主に国内向け, 一部海外向け      ％













オネス州と日本人―』 と入植がはじまって  年後に 『ガルアペー移住地  周年記念誌』 と
いう冊子が出版されました これらの冊子によってガルアペー入植地での入植者皆様の活動



























以下の質問事項では, 選択肢の□に  (チェック)するか, ( ) または
に記入してください 
初めに氏名をご記入ください 
氏名 ( )  あなた自身について  あなたはここに入植した世代 ( 世代目)から数えて何世代目ですか？
□ 世代目, □ 世代目, □ 世代目, □その他 ( )  あなたは現在何歳ですか？ ( ) 歳  現在の職業は何ですか？ □農業, □その他 ( )  一緒に住んでいる家族は何人ですか？ □ 人, □ 人, □ 人, □ 人,




なお, 本調査結果は, この目的以外には使用いたしません また, 記入された内容につ
いては, 秘密を厳守いたします 
  現在の場所に住んで何年になりますか？ ( ) 年  あなたは, 日常, 日系人であることを意識していますか？
□強く意識している, □少し意識している, □あまり意識していない,
□全然意識していない  あなたは日系人であることで得をしたことがありますか？ □ある, □ない
｢ある｣ と答えた方にお尋ねします どのようなことで得をしましたか？  あなたは日系人であることで損をしたことがありますか？ □ある, □ない











□大変住みやすい, □だいたい住みやすい, □住みにくい, □その他
なぜそうなのか, 具体的にお教えください 
( )           入植地および周辺に公共的な施設 (学校, 病院など)は  年前と比べて充実し















  農業経営の入植者世代からあなたへの継承, 今後の展望について   入植者世代は海外移住事業団の募集に応じて来亜されたことと存じますが, その目的は何
だったのかご存知ですか？ご存知でしたらお答えください 
□農業開拓の志, □生活安定のため, □農業研修生として,










｢転機があった｣ と答えた方にお尋ねします それは, いつごろ, どのような転機だった
のか, お聞かせください        年の ｢移住地農家経営調査地区統計表｣ によると, ガルアペーでは所有地のうち平
均して  ％の土地が未開墾となっていましたが, 現在, あなたの土地はどのよう状況で
しょうか 















農作業従事者 ( ) 人
うち常時, 雇用している雇用農 ( ) 人,
一時的に雇用している家族以外の雇用農 ( ) 人   あなたは農業を継ぐうえで, 農業, および農業に関連した専門知識をどのようにして得ま
したか？
□高校, □大学, □研修所, □独学, □前の世代 (親)から学んだ
□その他 ( )
｢高校, 大学, 研修所｣ のいずれかを答えた方にお尋ねします 具体名をお教えください 
















( )   農業団体, 親睦会などからの農業経営の指導などがありますか？ □あり, □なし
｢あり｣ と答えた方にお尋ねします 農業経営の指導は, どのような内容ですか？







□重要である, □だいたい重要である, □それほど重要でない, □重要でない
｢重要である｣, ｢だいたい重要である｣ と答えた方にお尋ねします どのような農業機械
が重要なのか具体的にお教えください 







( ) 品質の良い農産物, ( ) 効率的な農作業,
( ) 農産物価格の動向を知ること, ( ) 農業経営者同士の情報交換
( ) その他 ( )   現在の農業経営での心配事は何ですか 








□適している, □だいたい, □ふつう, □あまり適していない, □その他
選んだ項目について, なぜなのか具体的にお教えください 
( )   農産物の出荷について共同配送・共同出荷しますか？
□はいします. □限られた作物についてします. □いいえ, しません
｢  限られた作物についてしています｣ と答えた方にお尋ねします どのような作物を共
同配送・共同出荷していますか
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